










































（1）教材の面白さに集中させるために、学習指導案の分量をＢ 4 版・1 枚に限る。
（2）模擬授業のビデオ記録と比較するために学習指導案に時間配分を明記させる。
の 2 点である。2005 年度と 2006 年度の 2 回にわたって、その前後での教職指向性
の変化を調べた。
　ここでの、「教職指向性」は、質問項目を少なくした質問紙によるものである。そ
























参加を義務付けた。これは下記の 3 つの公開授業研究会を示し、そのうちの 1 つ以
上に必ず参加することとした。当初は上の 2 つのみであったが、どちらにも参加で
きない学生もあったので、う）も追加で指定した。
あ）  新算数教育研究会の全国研究（川崎）大会として、2006 年 11 月 11 日に神奈川
県川崎市立日吉小学校で行なわれた公開授業研究会。
い）  2007 年 2 月 3 日に行なわれる和光鶴川小学校の公開授業研究会。
う）  2006 年 12 月 2 日に行なわれた成城学園初等学校の第 34 回　教育改造研究会。







問 1 から問 11 までの項目について、履修前の平均、履修後の平均、その両者の差の
検定（4）のｐ値を表 1 に記した。
表 1：履修前後の変化
時期／問 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
履修前 5.20 6.00 5.24 5.57 5.39 4.76 4.35 4.80 5.56 5.02 5.59
履修後 5.70 5.89 5.17 5.83 5.72 5.11 4.80 5.09 5.67 5.35 6.00











  1． 教科書などをみて、授業をあれこれ構想することは楽しい。
  5． 授業を構想することは創造的な作業だ。
  6． 授業プリントを作る作業は楽しい。







　それぞれの履修者に関して、（履修後の回答）－（履修前の回答）を問 1 から問 11
に関して計算した。この 11 種のデータに関して主因子法バリマックス回転の因子分
析（5）を行なった。固有値が 1 を超えた因子は 1 つしかなく、その固有値は、3.25、
寄与率は、0.65 であった。
　なお、質問項目を 11 項目に少なくした「教職指向性」を 2006 年の 108 のサンプ























共通因子 独自性 因子 1
問 1 0.689 0.311 0.830
問 2 0.392 0.608 0.626
問 3 0.060 0.940 0.244
問 4 0.370 0.630 0.608
問 5 0.359 0.641 0.599
問 6 0.463 0.537 0.680
問 7 0.445 0.555 0.667
問 8 0.032 0.968 0.180
問 9 0.009 0.991 0.096
問 10 0.411 0.509 0.641
問 11 0.599 0.401 0.774
回帰係数 ｐ値
定数項 － 0.57 0.11
サークルＡ － 0.07 0.88
サークルＢ 0.71 0.48
サークルＣ － 0.16 0.63
サークルＤ － 0.53 0.28
教ボラ前 0.40 0.18
教ボラ後 － 0.09 0.79
指導案の採用 － 0.03 0.94







タとして扱った。ここでは、履修の前と後とを説明変数の 1 つとして扱って、問 1




Ｑ 1 Ｑ 2 Ｑ 3 Ｑ 4 Ｑ 5 Ｑ 6 Ｑ 7 Ｑ 8 Ｑ 9 Ｑ 10 Ｑ 11
履修
サークルＡ **







教科書 職魅力 本情報 現職 創造 プリント 指導案 制約 あがる 授業 機会




































































































































   1． 教科書などをみて、授業をあれこれ構想することは楽しい。
   5． 授業を構想することは創造的な作業だ。
   6． 授業プリントを作る作業は楽しい。





























（3） 正田良「算数に関する模擬授業評価票の作製」『初等教育論集』第 8 号、国士舘大学初等教育学会、
2007
（4） 両者の母集団の平均値が同じであると仮定した場合に、このような対応のある標本の平均の差
が生ずる確率（両側 t 検定）。MS-Excel のワークシート関数
 ttest（履修前のデータの範囲 履修後のデータの範囲 ,2,1）
 を用いて計算した。






 6：当てはまる ／ 5：ややあてはまる ／ 4：どちらとも言えない








  1． 教科書などをみて、授業をあれこれ構想することは楽しい。
  2． 教職に魅力を感じる。
  3． この世の中は授業に関する情報を、いろいろな本で調べることが可能だ。
  4． 現職の先生が授業について交流している研究会に出てみたいと思う。
  5． 授業を構想することは創造的な作業だ。
  6． 授業プリントを作る作業は楽しい。
  7． 学習指導案を作る作業は楽しい。
  8． 学習指導案を作ることに関しては、いろいろと制約があると思う。
  9． 模擬授業とか、授業をする場面ではあがってしまう（あがってしまいそう）。
10． 模擬授業や授業をすることは楽しみだ。
11． 模擬授業をしたり、学習指導案を書いたりする機会がもっとあればいいと思う。
12． 入学した年度の西暦の下 1 桁（2 年生は 4、3 年生は 3）。
13 ～ 15 学生番号の下 3 桁を左から順に記して下さい。
　（履修前に行なった問 16）サークルへの所属に関する質問。
　（履修後に行なった問 16）
16. この教法算数で、4: 授業者（T.T. と含む）を自分の授業案で経験。
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